
.3 82 82 82 82
％

78.9 76.7 80.3 80.5 - -

2932  視覚障がい者用広報作成事業

音声録音媒体利用者数
3

0 0 0 0 0 0
件

0 0 0 0 - -

7801  市民対話促進事業

市長と話そう（お気軽トーク）の開催数
4

4 4 4 4 4 4
回

5 1 1 3 - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｇ 最終更新日：令和  5年 7月 5日 1頁

後期基本計画 令和　４年度 施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０２ 総合計画の推進と未来の価値の創造
０３ 価値の創造に向けた情報の発信と活用

企画政策課総括主査  木下　智恵子

１．施策の令和 4年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

市民主体による「幸福感を育む地域づくり」に向けた機運の醸成には、市政の方針や政策・施策・事業及び地域の情報など

が確実に市民に届く必要があります。そのためには、従来からの広報紙、ホームページなどのほかＳＮＳを活用したリアル

タイムでの情報発信や双方向での情報共有に努めます。また、市民の生活が第一の市政を展開するために、市民と市行政が

顔を合わせ、互いに話し合う新たな対話の場づくりを検討します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮

ら

し

普段の生活に必要な情報が伝わっていると感じている人の割合

1 50 55 58 60 60 Ｄ
件 49.2

52 47.2 43.2 45.6 45.6 △33.3

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

950  滝沢市ホームページ管理運営事業

普段の生活に必要な情報が伝わっていると感じている人の割合
1

52 55 57.5 60 62.5 65
％

44.5 47.2 43.2 45.6 - -

1816  広報発行事業

広報たきざわを読んでいる人の割合
2

78.9 79



針

に向けての令和 4年

に

度実施後での変化を認

つ

識する

新型コロナウイ

い

ルス感染症により、各

て

種情報の入手ニーズが

の

高まった4年間となり

達

、滝沢地域社会に関す

成

るアンケート調査

にお

（

ける「広報たきざわを

実

読んでいる人の割合」

現

や「ここ1年でホーム

）

ページを見た人の割合

状

」は上昇しました。ま

況

た、そ

の割合は、世代

Ｂ

間での差が少なく、広

概

い世代で様々なツール

ね

を活用して情報を収集

達

する傾向が見られます

成

。情報通信及び機

器の

し

発達により、情報収集

た

ツールが多様性を増し

Ｂ

ており、また、情報収

概

集ツールにより情報量

ね

などに特徴があること

達

から、

それらの情報通

成

信機器やコンテンツの

し

特徴を生かし、更には

た

年齢等から生じる市民

(

ニーズなどを考慮した

１

情報発信の方法と

双方

)

向による情報のコミュ

 

ニケーション方法を議

施

論していく必要性が増

策

してきています。

基本

の

施策達成のための積極

実

的な情報発信は必要不

現

可欠であり、市民との

に

コミュニケーションは

影

欠かせないものです。

響

また、

総合計画の推進

す

のみならず、積極的な

る

情報発信と対話による

社

情報の共有は、今後一

会

層重要性をますものと

環

考えられます。

(１)

境

 令和 6年度方針策

変

定に際し、今後の方向

化

性や引継課題

令和５年

Ｂ

度にたきざわ魅力発信

社

推進室が設置され、広

会

報紙やSNS等を戦略

環

的に駆使し、滝沢の情

境

報を積極的に発信しな

変

がら

、地域内外の人々

化

への愛着情勢を図るこ

あ

とを基本の任務として

り

います。

第一次総合計

(

画後期基本計画期間は

２

、情報発信を開始した

)

時期と重なり、「まず

 

はやってみる」の挑戦

基

時期であった4年間

を

本

分析し、今後は滝沢市

施

の情報発信を戦略的に

策

仕掛ける、戦略期とし

と

ていくことが必要です

の

。

関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり

様式Ｇ 最終更新日：令和  5年 7月 5日 2頁

後期基本計画 令和　４年度 施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０２ 総合計画の推進と未来の価値の創造
０３ 価値の創造に向けた情報の発信と活用

企画政策課総括主査  木下　智恵子

２．施策の実現に向けての令和 4年度までの取り組み状況を分析する

・ホームページを見た人の割合は平成30年度の

政

数値で32.8％、令

 

和4年度は48.8％

 

となり、後期基本計画

 

期間内で3人に1人

の

 

割合から2人に1人の

策

割合へと増加しました

:

。様々な媒体での情報

基

伝達手段が必要なこと

本

から、平成30年度に

施

開設したイン

スタグラ

策

ムをはじめ、令和2年

:

度にはユーチューブな

施

ど各ＳＮＳを使った情

 

報伝達を実施しました

 

。

・市の情報を伝達す

 

る媒体として「広報た

 

きざわ」は多くの市民

策

に読まれており、滝沢

:

地域社会に関するアン

施

ケート調査に

おいて、

策

令和4年度は広報たき

担

ざわを読んでいる人の

当

割合は80.5％とな

職

っており、後期基本計

・

画期間内においても、

氏

有効な

情報伝達媒体と

名

なっています。

・声の

(

箱や市ホームページ、

１

口頭などで寄せられた

)

意見や要望に期間内を

 

通じて対応し、庁内で

施

の共有を行いました。

策

(２) 基本計画内の

目

取り組みと方針のうち

標

、令和 4年度の重点

の

課題の達成（実現）状

達

況

【重点課題】

より見

成

やすく、わかりやすい

（

広報紙の作成に向けて

実

、市民の意見なども取

現

り入れながら随時アッ

）

プデートを重ねるとと

に

もに

、情報発信の重要

向

なツールであるホーム

け

ページの改善（アクセ

た

シビリティの改善等）

基

に向けた取組を進めま

本

す。

【重点課題に対応

計

した達成状況】

後期基

画

本計画期間内を通じて

期

広報会議を庁内で開催

間

し、広報の編集方針や

内

特集記事について意見

の

交換をし広報紙の改善

取

に努

めました。またホ

り

ームページの利用のし

組

やすさや便利さの改善

み

に向け、ＣＭＳ更新に

と

向けた準備を開始しま

方

した。

３．施策の実現



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画

様式Ｇ 最終更新日：令和  5年 7月 5日 3頁

後期基本計画 令和　４年度 施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０２ 総合計画の推進と未来の価値の創造
０３ 価値の創造に向けた情報の発信と活用

企画政策課総括主査  木下　智恵子

950  滝沢市ホームページ管理運営事業

6,460 4,808 △25.6

1816  広報発行事業

16,718 18,761 12.2

2932  視覚障がい者用広報作成事業

266 0 皆減

7801  市民対話促進事業

0 0 0.0


